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絵画部会員　審査室にて

　

九
月
五
日
、
北
は
震
災
、
四

国
、
関
西
は
台
風
と
重
な
り
な

が
ら
も
無
事
初
日
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
は
、
幸
い
で
あ
っ
た
。

災
害
に
見
舞
わ
れ
た
方
々
に
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

出
品
者
数
は
や
や
減
少
し
た

が
、
四
部
共
若
者
が
活
躍
を
見

せ
て
く
れ
た
の
が
よ
か
っ
た
。

　

コ
ラ
ボ
展
の
評
価
は
益
々
盛

ん
で
四
部
の
協
力
の
強
さ
を
示

し
た
。
外
国
の
方
々
の
鑑
賞
者

も
多
く
な
り
今
後
が
楽
し
み
で

あ
る
。

　

た
だ
絵
画
部
の
新
会
員
に
は
、

頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。
２
、３

年
経
過
の
会
員
た
ち
の
低
迷
ぶ

絵画部会場　第１室

り
は
ど
う
し
た
こ
と
か
。
今
か

ら
自
分
は
こ
の
ス
タ
イ
ル
で
い

こ
う
な
ん
て
、
甘
っ
ち
ょ
ろ
い

考
え
が
充
満
し
、
ス
タ
イ
ル
に

こ
だ
わ
り
、
潑
剌
し
た
改
革
の

精
神
が
欠
け
て
い
る
。
ス
タ
イ

ル
な
ん
て
も
の
は
、
生
存
中
は

考
え
ず
、
飽
く
な
き
追
求
を
続

け
る
結
果
と
し
て
、
そ
の
画
家

の
作
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、

次
か
ら
次
へ
と
変
革
を
試
み
る

べ
き
で
あ
る
。
各
支
部
中
堅
会

員
の
活
躍
は
会
と
し
て
心
強
い
。

今
後
も
続
け
て
お
願
い
し
ま
す
。

最
後
に
災
害
列
島
に
、
災
い
と
、

戦
争
の
起
き
な
い
平
和
が
永
遠

に
続
く
こ
と
を
願
い
た
い
。
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第103回二科展

受賞作品

　

国
立
新
美
術
館
の
壁
面
に
今

年
展
示
さ
れ
た
１
、２
６
５
点
、

そ
の
多
数
の
作
品
の
な
か
で
、

自
作
が
ど
う
見
え
て
い
る
か
。

少
な
く
と
も
、
好
き
な
テ
ー
マ

を
慣
れ
た
手
法
で
描
く
だ
け
で

は
、
存
在
感
は
示
せ
な
い
。
無

や
み
に
頑
張
っ
て
も
、
絵
は
硬

く
な
り
画
面
は
リ
ズ
ム
を
欠
い

て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
。

　

そ
も
そ
も
絵
画
表
現
と
は
心

の
象
（
か
た
ち
）
を
具
現
化
す

る
も
の
、
つ
ま
り
、
想
像
を
創

造
に
変
え
る
こ
と
。
自
分
の
想

い
を
伝
え
る
た
め
に
は
何
が
必

要
か
、
よ
く
考
え
て
か
ら
描
き

は
じ
め
る
こ
と
。
ま
た
、
計
画

ど
お
り
に
だ
け
で
は
な
く
、
偶

然
も
取
り
込
む
ぐ
ら
い
の
柔
軟

さ
、
あ
と
大
切
な
の
は
、
突
き

抜
け
よ
う
と
す
る
勇
気
な
の
だ

ろ
う
。

　

無
事
終
え
た
１
０
３
回
展
だ

が
、
い
ろ
い
ろ
課
題
も
あ
る
。

そ
の
一
つ
が
懸
案
の
審
査
。
す

べ
て
多
数
決
で
は
平
均
的
な
作

品
の
展
覧
会
に
な
っ
て
し
ま

う
。
私
た
ち
は
、「
創
り
手
」の

集
ま
り
な
の
だ
か
ら
、
妙
な
魅

力
も
掬
い
上
げ
る
眼
と
手
立
て

が
必
要
。
あ
く
ま
で
挙
手
を
基

準
に
し
な
が
ら
。

　

煙
た
い
人
、
煩
わ
し
い
存
在

が
居
な
い
今
の
二
科
会
、
大
切

な
も
の
も
抜
け
落
ち
て
き
た
気

が
し
て
な
ら
な
い
。

　

さ
て
、
会
場
を
ゆ
っ
く
り
見

て
廻
り
目
に
留
ま
っ
た
作
品
を

幾
つ
か
。

　

上
野
の
森
美
術
館
奨
励
賞

「
春
の
恵
み
Ⅰ
」
吉
元
か
つ
こ
。

育
て
て
い
る
キ
ャ
ベ
ツ
一
個
を

俯
瞰
で
描
い
た
。
瑞
々
し
い
色

彩
、
華
の
形
や
陰
影
の
捉
え
方

も
い
い
。
特
選
「
こ
ろ
ぶ
し
山

Ⅱ
」
岡
山
芳
彦
、
独
特
の
混
色

に
よ
る
描
き
方
、
見
慣
れ
た
景

色
な
ら
で
は
の
光
の
表
現
に
魅

せ
ら
れ
た
。
共
に
暮
し
に
根
差

し
た
視
点
で
説
得
力
を
感
じ

る
。
次
に
、
表
現
を
見
事
に
変

化
さ
れ
た
会
友
推
拳
の
二
人
。

「
海
の
詩
Ⅱ
」筒
井
通
子
、
永
い

間
ご
く
普
通
に
船
溜
り
を
描
い

て
い
た
が
、
船
底
の
赤
の
ゆ
ら

ぎ
に
絞
っ
て
造
形
化
、
今
回
の

イ
メ
ー
ジ
世
界
に
ま
で
拡
げ
て

い
る
。「
ビ
ッ
ク
キ
ャ
ッ
ト
」久

田
千
恵
子
、
伊
藤
若
冲
に
感
化

さ
れ
、
鳥
な
ど
の
再
構
成
を
試

み
た
が
如
何
に
も
若
冲
、
と
こ

ろ
が
、
お
お
ら
か
で
フ
ラ
ッ

ト
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
も
あ
る
画

面
を
創
り
あ
げ
た
。
共
に
見

事
。
他
に
も
気
に
な
る
作
品
が

あ
る
が
、
次
の
展
開
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
。

　

審
査
か
ら
受
賞
作
ま
で
、
今

回
も
順
調
に
決
ま
っ
た
。
ま

た
展
覧
会
も
、
会
友
の
二
点
展

示
を
増
や
し
た
こ
と
、
若
い
作

家
の
室
や
コ
ラ
ボ
展
示
の
充
実

な
ど
の
効
果
も
あ
り
、
成
功
裡

に
終
え
る
こ
と
が
出
来
た
よ
う

だ
。
入
場
者
は
９
６
、５
５
９

人
。
多
く
の
公
募
団
体
が
厳
し

い
運
営
を
強
い
ら
れ
る
な
か
、

昨
年
よ
り
５
、０
５
９
人
増
え

て
い
る
。
改
め
て
各
担
当
者
の

尽
力
に
感
謝
し
た
い
。

　
第
１
０
３
回
二
科
展
を
迎
え
て
　
　
田
中
　
良

　
絵
画
部　

総
評

　
成
功
裡
に
、
こ
れ
か
ら�

中
原�

史
雄
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絵画部　新会員紹介

第
103
回

二
科
巡
回
展

��
京
都
展

平
成
30
年
10
月
２
日

�
～
10
月
７
日

京
都
市
美
術
館�
別
館

��

大
阪
展

平
成
30
年
10
月
30
日

�

～
11
月
11
日

大
阪
市
立
美
術
館

��

広
島
展

平
成
31
年
１
月
15
日

�

～
１
月
20
日

広
島
県
立
美
術
館

県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

��

鹿
児
島
展

平
成
31
年
３
月
10
日

�

～
３
月
17
日

鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

黎
明
館

��

福
岡
展

平
成
31
年
３
月
19
日

�

～
３
月
24
日

福
岡
県
立
美
術
館

　

私
の
仕
事
は
自
然
を
テ
ー
マ

に
ス
ケ
ッ
チ
か
ら
入
る
。
白
い

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
が
真
っ
黒
に

な
る
ま
で
の
デ
ッ
サ
ン
。
目
に

見
え
な
い
物
の
心
を
さ
が
し
て

抽
象
表
現
。

　

第
90
回　
特
選
／
第
94
回　
会
友
推
挙

　

第
96
回　
会
友
賞
／
第
103
回　
会
員
推
挙

佐藤�英行 ͷւࠇ࣫

ۂཅՖͷࢵ

　

色
彩
の
調
和
を
重
視
し
、
色

作
り
を
楽
し
み
、
苦
し
み
な
が

ら
キ
ャ
ン
バ
ス
と
格
闘
し
て
い

ま
す
。
画
面
の
動
き
と
奥
行
き

の
表
現
が
課
題
で
す
。

　

第
83
回　
特
選
／
第
93
回　
会
友
推
挙

　

第
97
回　
会
友
賞
／
第
103
回　
会
員
推
挙

石﨑�琇子

　

混
沌
の
中
、
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
発
散
し
躍
動
的
な
リ
ズ
ム
を

表
現
し
た
い
。
心
地
良
い
ジ
ャ

ズ
を
奏
で
る
よ
う
に
制
作
で
き

た
ら
。

　

第
80
回　
特
選
／
第
82
回　
会
友
推
挙

　

第
97
回　
会
友
賞
／
第
103
回　
会
員
推
挙

石本�香織 %BODF "HBJOTU 5JNF

　

自
己
洞
察
、
自
己
と
の
対
話

が
制
作
の
中
心
的
主
題
で
す
。

画
面
は
、
何
か
を
想
起
さ
せ
る

力
を
持
つ
よ
う
に
と
心
が
け
て

い
ま
す
。

　

第
99
回　
特
選

　

第
100
回　
記
念
賞
・
会
友
推
挙

　

第
101
回　
会
友
賞
／
第
103
回　
会
員
推
挙

伊藤�真理子 Χタϧγε̗

　

短
い
命
を
ひ
た
む
き
に
生
き

る
兎
達
を
通
し
て
、
命
の
尊
さ

を
表
現
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

第
84
回　
特
選
／
第
86
回　
会
友
推
挙

　

第
94
回　
会
友
賞
／
第
103
回　
会
員
推
挙

稲生�由美子 ͍ͭ·Ͱ͜͜ʹ

高見　愛

　

か
つ
て
人
を
支
え
、
共
に
生

活
し
働
き
続
け
て
く
れ
た
道
具

や
モ
ノ
た
ち
。
時
間
が
止
ま
っ

た
空
間
で
、
静
か
に
佇
む
姿
を

描
き
残
し
た
い
。

　

第
96
回　
新
人
奨
励
賞
／
第
97
回　
会
友
推
挙

　

第
98
回　
二
科
賞
／
第
103
回　
会
員
推
挙

ಓ

　

そ
の
幻
の
ご
と
き
蓮
の
姿
を

借
り
た
何
者
か
に
出
会
っ
て
か

ら
七
年
、
そ
の
後
再
会
は
出
来

て
い
な
い
も
の
の
、
そ
の
時
の

衝
撃
は
今
も
こ
こ
に
あ
る
。

　

第
98
回　
上
野
の
森
美
術
館
奨
励
賞

　

２
０
１
４
春
季
賞

　

第
99
回　
二
科
賞
・
会
友
推
挙

　

第
101
回　
会
友
賞
／
第
103
回　
会
員
推
挙

村山�成夫
৭Ͳʢʣ

山口�博司

　

短
所
を
克
服
せ
ず
、
ひ
た
す

ら
長
所
を
伸
ば
す
作
業
で
作
品

が
で
き
な
い
も
の
か
、
そ
ん
な

生
き
方
が
で
き
な
い
も
の
か
自

分
を
重
ね
な
が
ら
描
き
ま
す
。

　

第
91
回　
上
野
の
森
美
術
館
奨
励
賞

　

第
98
回　
会
友
推
挙
／
第
101
回　
会
友
賞

　

第
103
回　
二
科
賞
・
会
員
推
挙

ϦΩουᶙ

ͳ͔͍ͭ͠هԱ

　

目
に
映
る
色
や
形
で
は
な
く
、

感
情
を
動
か
す
不
確
か
な
色
彩

と
躍
動
す
る
美
し
い
線
を
求
め

て
、
試
行
錯
誤
の
制
作
を
続
け

て
い
ま
す
。

　

第
92
回　
特
選
／
第
97
回　
会
友
推
挙

　

２
０
１
３
春
季
賞
／
第
98
回　
会
友
賞

　

第
100
回　
記
念
大
賞
／
第
103
回　
会
員
推
挙

吉金�幸枝

内
閣
総
理
大
臣
賞

黒
川�

彰
夫

　

あ
る
光
景
を
単
純
化
し

た
作
風
を
続
け
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
、
今
で
は
具
象
形
体

は
消
え
、
抽
象
的
な
色
面

の
構
成
に
な
り
、
単
純
化
し

た
形
が
そ
れ
ぞ
れ
に
重
な
り

合
い
、
色
彩
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

を
奏
で
、
新
た
な
空
間
を
造

り
出
し
て
い
ま
す
。
ソ
フ
ト

な
色
彩
の
織
り
な
す
情
景

に
心
の
安
ら
ぎ
を
求
め
て
い

き
ま
す
。
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第
103
回
二
科
展　
受
賞
者

（
絵
画
部
）

二
科
賞

山
　
口
　
博
　
司	

（
長
崎
）

パ
リ
賞

小
　
原
　
禎
　
二	

（
神
奈
川
）

損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜

美
術
財
団
賞

畠
　
中
　
富
　
雄	

（
大
阪
）

上
野
の
森
美
術
館
奨
励
賞

吉
　
元
　
か
つ
こ	

（
鹿
児
島
）

会
員
賞

石
　
田
　
勝
　
己	

（
滋
賀
）

石
　
橋
　
国
　
夫	

（
滋
賀
）

北
　
村
　
美
　
佳	

（
滋
賀
）

高
　
木
　
和
　
子	

（
千
葉
）

髙
　
松
　
良
　
幸	

（
広
島
）

会
友
賞

川
　
畑
　
清
　
美	

（
鹿
児
島
）

木
　
村
　
民
　
治	
（
千
葉
）

後
　
藤
　
寿
美
子	
（
熊
本
）

髙
　
木
　
　
　
陽	

（
神
奈
川
）

津
　
田
　
佐
千
子	

（
石
川
）

縄
　
井
　
か
つ
み	

（
神
奈
川
）

星
　
野
　
敦
　
郎	

（
新
潟
）

的
　
場
　
五
十
彦	

（
京
都
）

三
津
川
　
好
　
則	

（
滋
賀
）

柳
　
澤
　
綾
　
子	

（
京
都
）

特
選

有
　
澤
　
英
　
子	

（
石
川
）

井
　
川
　
誠
　
一	

（
大
阪
）

池
　
杉
　
拓
　
海	

（
神
奈
川
）

糸
　
曽
　
ひ
ろ
こ	

（
東
京
）

稲
　
田
　
泰
　
樹	

（
静
岡
）

太
　
田
　
臣
　
一	

（
東
京
）

大
　
西
　
敏
　
志	

（
神
奈
川
）

大
　
西
　
正
　
昭	

（
福
岡
）

岡
　
山
　
芳
　
彦	

（
茨
城
）

加
　
藤
　
弘
　
子	

（
埼
玉
）

須
　
田
　
ひ
ろ
子	

（
山
梨
）

中
　
澤
　
純
　
代	

（
東
京
）

松
　
永
　
長
　
信	

（
熊
本
）

森
　
　
　
泰
　
秀	

（
佐
賀
）

二
科
新
人
賞

菊
　
島
　
ち
ひ
ろ	

（
山
梨
）

新
人
奨
励
賞

石
　
毛
　
穂
乃
佳	

（
千
葉
）

大
　
槻
　
美
菜
実	

（
茨
城
）

大
　
原
　
郁
　
香	

（
広
島
）

会
員
推
挙

石
　
﨑
　
琇
　
子	

（
千
葉
）

石
　
本
　
香
　
織	

（
群
馬
）

伊
　
藤
　
真
理
子	

（
岩
手
）

稲
　
生
　
由
美
子	

（
東
京
）

佐
　
藤
　
英
　
行	

（
神
奈
川
）

髙
　
見
　
　
　
愛	

（
熊
本
）

村
　
山
　
成
　
夫	

（
新
潟
）

山
　
口
　
博
　
司	

（
長
崎
）

吉
　
金
　
幸
　
枝	

（
東
京
）

会
友
推
挙

石
　
井
　
晶
　
子	

（
神
奈
川
）

上
　
田
　
有
見
子	

（
大
阪
）

大
　
野
　
久
四
郎	

（
栃
木
）

葛
　
西
　
裕
　
子	

（
神
奈
川
）

菊
　
島
　
ち
ひ
ろ	

（
山
梨
）

木
　
村
　
隆
　
行	

（
愛
知
）

佐
　
治
　
登
茂
子	

（
福
島
）

芝
　
田
　
満
　
江	

（
神
奈
川
）

鈴
　
田
　
文
　
明	

（
東
京
）

筒
　
井
　
通
　
子	

（
奈
良
）

中
　
　
　
三
保
子	

（
北
海
道
）

中
　
野
　
　
　
誠	

（
鹿
児
島
）

久
　
田
　
千
恵
子	

（
愛
知
）

（
彫
刻
部
）

二
科
賞

該
当
者
な
し

ロ
ー
マ
賞

町
　
川
　
和
　
司	

（
香
川
）

彫
刻
の
森
美
術
館
奨
励
賞

澤
　
田
　
志
　
功	

（
埼
玉
）

会
員
賞

工
　
藤
　
　
　
直	

（
秋
田
）

林
　
　
　
一
　
平	

（
石
川
）

会
友
賞

長
谷
川
　
　
　
登	

（
東
京
）

藤
　
沢
　
　
　
恵	

（
埼
玉
）

町
　
田
　
　
　
至	

（
山
形
）

特
選

大
　
坪
　
義
　
武	

（
静
岡
）

小
野
寺
　
加
　
那	

（
東
京
）

柴
　
崎
　
益
　
代	

（
群
馬
）

新
人
奨
励
賞

玉
　
田
　
真
　
理	

（
神
奈
川
）

会
員
推
挙

千
　
葉
　
伸
　
子	

（
千
葉
）

本
　
多
　
紀
　
朗	

（
大
阪
）

会
友
推
挙

古
　
森
　
清
五
郎	

（
新
潟
）

長
谷
川
　
　
　
聡	

（
神
奈
川
）

本
　
田
　
俊
　
朗	

（
北
海
道
）

与
　
島
　
　
　
雪	

（
富
山
）

内
閣
総
理
大
臣
賞　
黒
　
川
　
彰
　
夫（
滋
賀
）

文
部
科
学
大
臣
賞　
安
　
田
　
正
　
子（
神
奈
川
）

東　
京　
都　
知　
事　
賞　
須
　
藤
　
愛
　
子（
神
奈
川
）

東
京
都
知
事
賞

須
藤�

愛
子

　

創
作
の
場
に
、
男
も
女
も

年
齢
も
な
い
。
あ
る
の
は
心

の
健
や
か
さ
だ
と
思
う
。

　

た
だ
し
、
絵
と
は
凄
い
。

舐
め
て
か
か
る
と
ぐ
さ
り
と

や
ら
れ
る
。
宥
め
て
も
拝
ん

で
も
な
か
な
か
云
う
こ
と
を

き
い
て
く
れ
な
い
こ
の
手
強

い
生
き
物
。

　

こ
の
難
解
に
し
て
愛
お
し

む
べ
き
絵
画
へ
の
遥
か
に
遠

い
修
行
の
道
を
こ
れ
か
ら
も

一
途
に
歩
ん
で
行
き
た
い
。

受
賞
作
品

─
制
作
の
視
点
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103回展会場から─私の選ぶ作品寸評

河
野
　
眸

　

中
央
に
は
黒
い
布
を
折
り
曲

げ
て
敷
き
、
左
右
に
は
皮
か
キ

ャ
ン
バ
ス
に
複
雑
な
マ
チ
エ
ル

で
描
き
、
白
い
糸
で
両
方
で
つ

な
ぎ
合
せ
て
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

で
は
っ
と
致
し
ま
し
た
が
、
工

芸
的
な
要
素
が
あ
り
、
絵
画
と

し
て
は
ど
う
か
な
あ
と
も
思
い

ま
し
た
。�

（
佐
野�

明
子
）

三
好�

る
り

　

黒
い
闇
の
中
、
色
を
持
た

ず
、
隙
の
な
い
形
が
構
築
さ
れ

て
ゆ
く
。
構
成
を
無
意
識
し
た

瞬
間
、
高
揚
す
る
感
情
の
ま

ま
、
色
を
た
た
き
つ
け
、
思
い

が
け
な
い
イ
メ
ー
ジ
の
展
開
を

探
し
出
し
て
い
る
。
自
分
の
中

に
確
か
に
在
る
、
小
宇
宙
を
象

徴
と
し
て
溶
け
込
め
ば
い
い
。

次
作
が
楽
し
み
で
す
。

�

（
藤
田�

由
明
）

த௩ ሡଠ　ڿͷΤΦϯタ　'��
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103回展会場から─私の選ぶ作品寸評

大
槻�

美
菜
実

　

日
常
の
あ
り
ふ
れ
た
洗
濯
物

に
絵
画
的
な
観
点
で
命
を
与
え

る
セ
ン
ス
は
今
後
の
制
作
に
可

能
性
と
発
展
を
予
感
さ
せ
る
。

意
図
的
に
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
色

調
で
統
一
さ
れ
、
中
心
の
ハ
ン

ガ
ー
も
深
さ
を
与
え
て
い
て
効

果
的
で
あ
る
。
ま
た
、
画
面
全

体
に
自
然
の
空
気
感
と
み
ず
み

ず
し
さ
を
感
じ
さ
せ
て
い
る
。

�

（
三
後�

勝
弘
）

:&/ඒ　46..&3 +063߂ ݪ౻
　'���

中
根�

忠
俊

　

作
意
的
で
な
く
、
日
頃
目
に

し
て
い
る
自
然
を
自
由
に
描
き

進
め
て
い
く
う
ち
に
、
幻
想
的

な
静
寂
さ
の
表
現
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
色
彩
を
極
力
押
さ
え

冷
た
い
色
調
の
画
面
は
心
に
安

ら
ぎ
を
与
え
、
見
る
者
の
心
を

慰
め
て
く
れ
る
。
真
摯
に
立
ち

向
か
う
制
作
姿
勢
が
絵
画
性
を

高
め
て
い
て
魅
力
的
で
あ
る
。

�

（
三
後�

勝
弘
）

中
塚�

將
太

　

オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
線
を

つ
か
い
、
心
象
風
景
と
し
て
表

現
し
て
い
る
。
そ
れ
は
作
者
の

イ
メ
ー
ジ
の
豊
か
さ
と
、
造
形

へ
の
情
熱
の
深
さ
を
感
じ
る
。

青
赤
緑
の
補
色
を
バ
ル
ー
ル
と

し
て
う
ま
く
作
用
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
垣
間
み
え
る

平
面
も
画
面
の
緊
張
感
を
強
め

て
い
る
。�

（
三
後�
勝
弘
）

荏
原�

豊
子

　

居
住
す
る
街
の
情
景
に
も
見

え
る
が
、
色
調
か
ら
く
る
自
分

の
作
り
出
す
画
面
に
思
い
が
け

な
い
イ
メ
ー
ジ
の
展
開
を
探
り

出
し
て
い
る
。
概
念
に
と
ら
わ

れ
ず
、
自
分
の
中
に
確
か
に
在

る
記
憶
の
断
片
を
表
現
し
て
い

る
。
期
待
し
て
い
る
。

�

（
藤
田�

由
明
）

֞ խࢠ　MBT GPSNBT ᶘ　'���

西
垣�

雅
子

　

大
胆
な
構
成
で
、
曲
線
と
直

線
が
、
う
ま
く
配
置
さ
れ
、
色

彩
も
モ
ノ
ク
ロ
の
中
に
、
赤
や

ブ
ル
ー
が
、
効
果
的
に
配
置
さ

れ
美
し
く
モ
ダ
ン
な
作
品
で
す
。

�

（
佐
野�

明
子
）

藤
原�

弘
美

　

自
分
以
外
の
共
感
は
、
ど
う

で
も
よ
い
。
あ
ら
ま
し
し
め
て

い
る
白
い
部
分
は
単
な
る
空
洞

で
は
な
い
。
よ
く
見
る
と
消
え

て
ゆ
く
も
の
の
残
像
を
の
こ
し

て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
が
、

又
、
沸
き
上
っ
て
く
る
も
の
な

の
か
、
ジ
ー
と
見
入
っ
た
。
次

の
作
に
出
会
い
た
い
。

�

（
藤
田�

由
明
）

Տ　ᚽ　ഁյ　'���

大
槻
　
薫

　

電
車
の
中
の
構
成
が
、
お
も

し
ろ
く
、
又
色
彩
も
沢
山
使
っ

て
い
ま
す
が
、
う
る
さ
く
な
く

ピ
ン
ク
と
ブ
ル
ー
が
パ
ス
テ
ル

調
で
や
わ
ら
か
く
調
和
し
て
、

と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。

�

（
佐
野�

明
子
）

େ௬　܆　.ÉUSP ����　'���

தࠜ ढ़　ໄӬ　'���

松
嶋�

美
保
子

　

女
性
的
い
の
ち
の
美
意
識
を

形
象
化
す
る
営
み
を
続
け
て
い

る
。
作
者
の
身
体
運
動
で
あ
る

ド
ロ
ー
イ
ン
グ
で
は
100
号
カ
ン

バ
ス
の
前
で
世
界
を
包
摂
す
る

動
き
に
相
違
な
い
の
だ
が
、
動

き
の
痕
跡
が
枠
内
に
納
ま
っ
て

し
ま
う
ジ
レ
ン
マ
が
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
今
作
で
は
そ
の
枠

を
乗
り
越
え
る
堅
牢
な
意
志
と
、

い
の
ち
肯
定
感
の
潤
い
が
み
ら

れ
る
。�

（
田
川�

絵
理
）

津
田�
佐
千
子

　

人
体
の
フ
ォ
ル
ム
と
ボ
リ
ュ

ー
ム
解
釈
に
異
色
あ
る
作
画
の

道
を
展
開
し
て
き
て
い
る
。
女

性
像
と
自
然
の
融
合
の
中
に
情

感
を
表
出
し
よ
う
と
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。�

今
回
は
特
に
画

面
構
成
の
意
識
が
明
確
に
現
わ

れ
出
て
お
り
、
一
段
と
造
形
性

が
増
し
た
。
今
後
の
展
開
が
楽

し
み
な
ひ
と
り
で
あ
る
。

�

（
田
川�

絵
理
）
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柳
澤�

綾
子

　

デ
ジ
タ
ル
な
技
法
に
よ
る
描

写
が
目
を
惹
き
が
ち
な
世
情
の

な
か
で
、
独
自
の
工
夫
に
よ
っ

て
空
間
の
量
感
を
把
握
す
る
べ

く
探
索
し
続
け
て
い
る
成
果
が

こ
こ
に
あ
る
。
画
面
の
平
面
を

破
っ
て
ま
で
溢
れ
出
て
欲
し
い

何
者
か
の
強
い
思
い
が
こ
の
探

求
を
支
え
て
来
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
着
想
の
情
熱
が
作

品
の
息
遣
い
と
な
っ
て
こ
そ
の

実
り
で
あ
る
。�

（
田
川�

絵
理
）
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彫刻部　集合写真

　

初
入
選
か
ら
今
ま
で
、
作

品
の
ス
タ
イ
ル
は
随
分
変
わ

り
ま
し
た
。
変
わ
る
こ
と
の

理
由
は
、
理
想
と
す
る
形
が

思
う
よ
う
に
表
現
で
き
な
い

か
ら
で
す
。

　

表
現
で
き
る
よ
う
に
な
る

為
に
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し

ま
す
が
、
そ
の
試
行
錯
誤
が

現
在
の
作
品
に
な
っ
て
い
る

の
で
す
。

千葉�伸子

　

私
は
、
作
品
の
持
つ
生
命

感
を
重
視
し
て
い
る
。
な
ぜ

な
ら
生
命
感
は
作
品
に
魅
力

を
与
え
る
大
き
な
要
素
で
あ

り
、
作
家
の
思
い
や
生
き
様

の
表
れ
で
あ
る
。
制
作
を
続

け
る
事
で
新
た
な
発
見
を
し
、

感
性
も
成
長
す
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
に
伴
い
制
作
方
法
や
概

念
、
作
品
に
対
す
る
考
え
方

も
変
化
し
て
い
き
た
い
。 本多�紀朗

彫
刻
部
　

新
会
員
紹
介

受
賞
作
品
─
制
作
の
視
点

会
員
賞�

工
藤
　
直

　

古
い
神
話
、
民
話
の
世
界

を
、
い
か
に
面
白
く
現
代
風
に

ア
レ
ン
ジ
で
き
る
か
？　

ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
が
あ
り
な
が

ら
、
ち
ょ
っ
と
ポ
ッ
プ
で
キ
ッ

チ
ュ
、
作
っ
て
に
っ
こ
り
、
そ

し
て
何
よ
り
作
品
を
見
た
人
に
、

ほ
っ
こ
り
楽
し
い
気
分
に
な
っ

て
も
ら
え
る
立
体
を
制
作
し
て

ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

彫
刻
の
森
美
術
館
奨
励
賞

�

澤
田�

志
功�

　

擬
人
化
し
た
ウ
サ
ギ
の
木
彫

で
あ
る
。
ふ
く
よ
か
な
身
体
か

ら
足
元
へ
ス
ッ
と
絞
っ
た
形
が

心
地
よ
い
の
は
、
足
の
指
先
が

軽
く
上
が
っ
て
い
る
せ
い
で
あ

ろ
う
か
。
作
品
の
完
成
度
は
大

変
高
く
、
作
家
と
し
て
自
分

の
世
界
を
し
っ
か
り
持
っ
て
い

る
。
今
後
が
楽
し
み
で
あ
る
。

�

（
島
田�

紘
一
呂
）

会
友
賞�

長
谷
川
　
登

　

鉄
を
素
材
と
し
て
、
計
算

さ
れ
た
面
構
成
で
作
り
上
げ

ら
れ
、
確
固
た
る
フ
ォ
ル
ム
を

持
つ
大
作
を
毎
年
出
品
し
て
い

る
。
今
回
の
作
品
に
は
、「
自

然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
恐
れ
慄
く

自
分
が
あ
る
」
と
自
ら
語
る
様

に
、
フ
ォ
ル
ム
を
生
か
し
た
抽

象
表
現
の
中
に
情
性
を
加
味
し

よ
う
と
す
る
変
化
が
見
受
け
ら

れ
、
今
後
が
楽
し
み
で
あ
る
。

�

（
登
坂�

秀
雄
）
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文
部
科
学
大
臣
賞

�

安
田�

正
子

　

楠
丸
太
を
引
き
起
こ
し
、
木

挽
き
作
業
に
取
り
か
か
る
。
一

面
ま
た
一
面
と
。
真
っ
直
ぐ
で

取
り
付
く
島
の
無
い
木
の
姿
が

少
し
ず
つ
動
き
始
め
る
。
そ
ん

な
素
材
と
の
や
り
と
り
を
重
ね

な
が
ら
制
作
し
て
い
ま
す
。

　

か
た
ち
作
ら
れ
た
も
の
を
疎

ま
し
く
感
じ
た
時
期
も
あ
り
、

今
は
作
為
無
く
素
直
に
向
き
合

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ロ
ー
マ
賞�

町
川�

和
司

　

木
は
我
々
と
共
に
い
き
て
い

る
自
然
の
素
材
で
す
。
空
間
と

時
間
と
の
対
話
の
中
で
何
を
求

め
何
を
表
現
し
た
い
の
か
自
問

自
答
し
て
い
る
。
今
も
…
…

　

今
回
の
作
品
杣
人
は
縄
文
の

イ
メ
ー
ジ
、
生
命
感
そ
し
て
古

代
の
お
お
ら
か
な
宇
宙
を
表
し

た
。
木
と
の
世
界
に
出
会
え
た

事
に
感
謝
し
て
い
る
。

会
員
賞�

林
　
一
平

　

時
代
の
流
れ
を
客
観
視
し
て

い
た
自
分
に
、
年
を
重
ね
る
度

追
っ
て
さ
さ
や
く
声
が
聞
こ
え

た
気
が
す
る
。「
背
負
う
も
の
、

す
が
る
も
の
」も
い
れ
ば「
見
知

ら
ぬ
顔
を
す
る
も
の
」も
い
る
。

　

目
に
は
写
ら
な
い
感
じ
た
も

の
を
作
る
。
そ
れ
が
私
の
永
遠

の
テ
ー
マ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

ձ༑賞　ޫᷜ　୩　ొ

受
賞
作
品
寸
評

　

９
月
４
日
、
台
風
21
号
が
関

東
地
方
接
近
と
い
う
状
況
の

中
で
の
展
示
作
業
、
翌
５
日
の

第
１
０
３
回
二
科
展
の
オ
ー
プ

ン
、
そ
し
て
６
日
未
明
に
起
き

た
北
海
道
地
震
。
今
年
の
夏
の

異
常
な
暑
さ
も
相
ま
っ
て
、
自

然
の
驚
異
に
振
り
回
さ
れ
た
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

彫
刻
部
の
展
示
点
数
は
例
年

並
み
で
し
た
が
、
展
示
ス
ペ
ー

ス
が
昨
年
よ
り
も
１
３
０
㎡
ほ

ど
少
な
く
な
っ
た
せ
い
で
、
室

内
展
示
で
は
壁
面
を
背
負
う

場
所
で
作
品
同
士
の
空
間
が
多

少
物
足
り
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
し
た
が
、
可
動
壁
の
使
い
方

や
照
明
を
効
果
的
に
使
う
こ
と

で
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ

展
示
空
間
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
従
来
の
彫
刻
概
念
か
ら
離

れ
た
様
々
な
様
式
や
多
種
の
素

材
や
色
彩
も
要
因
な
の
で
し
ょ

う
。
昨
年
コ
ラ
ボ
展
示
で
使
っ

て
い
た
野
外
会
場
へ
向
か
う
休

憩
室
は
、
巡
回
展
の
小
品
が
ス

マ
ー
ト
に
並
ん
で
い
ま
す
。
小

品
だ
か
ら
こ
そ
表
れ
る
作
者
の

明
快
な
個
性
が
見
ら
れ
て
楽
し

い
展
示
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
層
ビ
ル
が
間
近
に
迫
る
野

外
展
示
場
は
、
都
会
の
異
空
間

の
よ
う
で
す
。
こ
こ
に
は
石
や

金
属
を
素
材
に
し
た
20
点
の
作

品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
室

内
展
示
と
比
べ
る
と
ゆ
っ
た
り

し
て
い
て
、
個
々
の
作
品
に
集

中
で
き
る
環
境
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
人
体
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
石
彫
が
、
こ
の
異
空

間
に
絶
妙
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
存

在
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ

れ
た
り
、
一
方
、
無
機
的
な
形

態
の
作
品
は
大
き
さ
に
つ
い
て

一
層
考
え
さ
せ
ら
れ
た
り
も
し

ま
す
。
そ
し
て
、
自
然
光
の
変

化
や
夜
間
の
照
明
に
よ
っ
て
作

品
た
ち
が
、
そ
の
つ
ど
違
っ
た

様
子
を
見
せ
て
く
れ
る
の
も
楽

し
み
の
一
つ
で
す
。

　

恒
例
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
素
材

を
使
う
４
名
の
出
品
者
に
よ
っ

て
行
な
わ
れ
、
普
段
な
か
な
か

理
解
し
に
く
い
制
作
時
の
作
家

の
内
面
や
素
材
に
つ
い
て
の
丁

寧
な
説
明
が
好
評
で
し
た
。

　

東
京
都
美
術
館
か
ら
国
立
新

美
術
館
に
移
っ
て
11
年
が
経

ち
、
展
示
環
境
の
激
変
を
何
と

か
克
服
し
な
が
ら
現
在
に
至
り

ま
し
た
が
、
公
募
展
で
あ
る
二

科
彫
刻
部
は
、
こ
れ
か
ら
も
美

術
界
の
情
勢
に
目
を
向
け
な
が

ら
、
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
感

じ
て
お
り
ま
す
。

ϩʔϚ賞　ᐟ人ʢͦ·ͼͱʣ
ொ ࢘

　
彫
刻
部
　
総
評

　
　
前
田
　
耕
成
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会
友
賞�

藤
沢
　
恵

　

有
機
形
態
か
ら
無
機
形
態
へ

の
変
化
は
ど
こ
に
発
す
る
の
か
。

逃
避
、
脱
出
、
あ
る
い
は
新
た

な
挑
戦
か
。
心
と
素
材
。
自
身

の
心
と
素
材
に
潜
む
力
を
い
か

に
融
合
さ
せ
る
か
。
作
者
の
内

側
に
浮
か
び
上
が
っ
た
境
域
と

い
う
言
葉
の
反
芻
が
、
こ
の
二

つ
の
要
素
を
作
品
へ
と
昇
華
さ

せ
る
過
程
に
期
待
し
て
見
よ
う
。

�

（
二
ノ
宮�

裕
子
）

会
友
賞�

町
田
　
至

　

Ｈ
：
２
・３
５
ｍ
×
Ｗ
：
２
ｍ

×
Ｄ
：
２
ｍ
。

　

し
か
し
こ
の
仕
事
が
示
す
大

き
さ
は
そ
の
数
値
を
超
え
る
も

の
だ
。
空
間
を
抱
え
込
む
造
形

の
効
果
は
、
我
々
に
空
間
の
重

要
性
を
喚
起
す
る
。
会
場
に
流

れ
る
気
流
の
捕
捉
に
成
功
す
れ

ば
、
空
間
の
意
義
の
提
示
を
越

え
た
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
こ
の
仕

事
は
示
し
得
た
で
あ
ろ
う
。

�
（
神
田�

毎
実
）

特
選�

大
坪�
義
武

　
「
と
ら
べ
る
そ
」と
は
イ
タ
リ

ー
語
で
横
笛
だ
そ
う
だ
。
な
る

ほ
ど
形
の
中
に
そ
の
魅
力
が
い

っ
ぱ
い
詰
ま
っ
て
い
る
。
い
く

つ
か
の
指
穴
を
木
型
で
埋
め
込

み
、
符
号
ら
し
き
英
文
字
の
流

れ
は
笛
の
音
色
が
聞
こ
え
て
く

る
よ
う
だ
。
コ
ン
セ
プ
ト
を
し

っ
か
り
持
っ
た
心
を
揺
さ
ぶ
る

作
品
で
あ
る
。�

（
藤
巻�

秀
正
）

特
選�

小
野
寺�

加
那

　

突
っ
伏
し
て
屈
辱
に
苦
悶
す

る
か
の
よ
う
な
青
年
像
、
い
っ

た
い
彼
に
何
が
あ
っ
た
の
か
。

下
顎
と
頭
部
、
右
手
の
大
き
さ

な
ど
不
確
な
部
分
は
あ
る
の
だ

が
、
作
者
の
持
つ
大
胆
さ
ゆ
え

か
、
そ
れ
を
気
に
さ
せ
な
い
異

様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
つ
。
力

作
と
い
う
言
葉
が
よ
く
似
合
う
。

�

（
佐
々
木　

至
）

特
選�

柴
崎�

益
代

　

顔
の
丁
寧
な
肉
付
け
と
体
の

簡
略
化
さ
れ
た
表
現
に
違
和
感

が
な
く
、
ま
た
紙
の
素
材
の
清

潔
さ
と
逆
に
素
材
を
感
じ
さ
せ

な
い
密
度
の
あ
る
作
品
で
す
。

三
体
の
ポ
ー
ズ
の
違
い
に
や
や

気
負
い
を
感
じ
ま
す
が
、
題
名

に
相
応
し
い
気
品
の
あ
る
風
を

感
じ
ま
す
。�

（
豊
田�

晴
彦
）

新
人
奨
励
賞�

玉
田�

真
理

　

展
示
会
場
に
何
か
不
思
議
な

空
気
が
漂
う
所
が
あ
り
、
其
処

に
玉
田
さ
ん
の
作
品
が
あ
り
ま

す
。
作
者
本
人
は
と
て
も
控
え

め
で
清
楚
で
あ
る
が
、
俗
な
た

と
え
話
を
取
り
上
げ
制
作
の
テ

ー
マ
に
す
る
等
、
意
外
性
も
持

ち
合
わ
せ
る
女
性
で
あ
る
。

　

と
て
も
丁
寧
な
仕
事
ぶ
り
の

木
彫
で
あ
る
が
、
そ
の
情
熱
が

造
形
性
と
乖
離
し
て
い
る
点
が

残
念
な
所
で
は
あ
る
。

�

（
小
田�

信
夫
）

ձ༑賞　͠ͳ͔ͳͭ　ொ田　ࢸ ձ༑賞　༳Β͙ڥҬ　౻　ܙ

ಛબ　ͱΒΔͦ　େ௶ٛ

新人奨励賞　耳タコ　玉田 真理
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絵
画
部

（
会
友
）縄
井
か
つ
み［
神
奈
川
］

星
野　

敦
郎［
新
潟
］

川
畑　

清
美［
鹿
児
島
］

髙
木　
　

陽［
神
奈
川
］

津
田
佐
千
子［
石
川
］

的
場
五
十
彦［
京
都
］

後
藤
寿
美
子［
熊
本
］

大
野
久
四
郎［
栃
木
］

葛
西　

裕
子［
神
奈
川
］

芝
田　

満
江［
神
奈
川
］

鈴
田　

文
明［
東
京
］

久
田
千
恵
子［
愛
知
］

（
一
般
）有
澤　

英
子［
石
川
］

井
川　

誠
一［
大
阪
］

池
杉　

拓
海［
神
奈
川
］

石
毛
穂
乃
佳［
千
葉
］

糸
曽
ひ
ろ
こ［
東
京
］

稲
田　

泰
樹［
静
岡
］

太
田　

臣
一［
東
京
］

大
槻
美
菜
実［
茨
城
］

大
西　

敏
志［
神
奈
川
］

大
西　

正
昭［
福
岡
］

大
原　

郁
香［
広
島
］

岡
山　

芳
彦［
茨
城
］

加
藤　

弘
子［
埼
玉
］

小
原　

禎
二［
神
奈
川
］

須
田
ひ
ろ
子［
山
梨
］

中
澤　

純
代［
東
京
］

畠
中　

富
雄［
大
阪
］

松
永　

長
信［
熊
本
］

森　
　

泰
秀［
佐
賀
］

吉
元
か
つ
こ［
鹿
児
島
］

彫
刻
部

（
会
友
）長
谷
川　

登［
東
京
］

藤
沢　
　

恵［
埼
玉
］

町
田　
　

至［
山
形
］

（
一
般
）澤
田　

志
功［
埼
玉
］

大
坪　

義
武［
静
岡
］

小
野
寺
加
奈［
東
京
］

柴
崎　

益
代［
群
馬
］

玉
田　

真
理［
神
奈
川
］

2019�春季二科展　選抜出品予定者

◇
二
科
シ
ョ
ッ
プ

　

作
品
集
、
絵
葉
書
、
受
賞
者

名
簿
、
二
科
エ
コ
バ
ッ
ク
、
４

部
門
会
員
の
協
力
に
よ
る
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
寄
贈
小
品
、
コ
ラ
ボ

作
品
目
録
、
参
加
作
家
缶
バ
ッ

チ
な
ど
を
販
売
す
る
シ
ョ
ッ
プ

に
は
、
多
数
の
来
場
の
方
が
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

◇
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
報
告

　

今
回
か
ら
絵
画
部
は
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
寄
贈
作
品
を
色
紙
か
ら

手
軽
に
飾
っ
て
い
た
だ
け
る
額

装
付
き
小
品
と
し
、
画
材
や
手

法
が
様
々
に
見
ら
れ
る
賑
や
か

な
壁
面
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様

の
ご
協
力
に
よ
り
収
益
の
全
額

を
寄
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

寄
付
金
総
額８

１
０
，
０
０
０
円

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
厚
生
文
化
事
業
団

５
０
０
，
０
０
０
円

・
熊
本
市
会
計
管
理
者

３
１
０
，
０
０
０
円

熊
本
震
災
復
興
支
援
活
動
報
告
に
つ
い
て

�

二
科
熊
本
支
部�

支
部
長
　
木
戸
征
郎
　

　

平
成
29
年
か
ら
今
日
ま

で
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
支
援

活
動
を
重
ね
て
参
り
ま
し

た
。
今
回
は
、
特
に
自
然
環

境
に
恵
ま
れ
た
阿
蘇
郡
西
原

村
の
山
西
小
学
校
の
児
童
を

対
象
と
し
て
行
い
ま
し
た
。

内
容
的
に
は
、
ア
ク
リ
ル
を

使
っ
て
描
く
大
作
（
４
０
０

号
）の
共
同
制
作
で
す
。

　

制
作
過
程
の
中
で
特
に
印

象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
制

作
に
取
り
組
む
目
の
輝
き

と
時
間
を
忘
れ
る
程
の
集
中

力
、
そ
し
て
春
夏
秋
冬
の
四

枚
の
絵
を
仮
組
し
て
完
成
さ

せ
た
時
の
あ
の
喜
び
の
顔
が

あ
っ
た
事
で
す
。
私
達
二
科

会
の
ス
タ
ッ
フ
も
ほ
っ
と
す

る
と
共
に
、
今
回
の
活
動
を

通
し
て
、
た
い
へ
ん
意
義
深

い
も
の
で
あ
っ
た
と
強
く
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
作
品
は
、
今
後
、

地
域
の
中
心
で
あ
る
小
学
校

の
玄
関
正
面
に
展
示
さ
れ
ま

す
。
子
供
達
を
は
じ
め
、
多

く
の
方
々
を
、
い
ろ
い
ろ
な

面
で
末
永
く
励
ま
し
つ
づ
け

て
く
れ
る
事
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

二
科
会
会
員
の
皆
様
方
を
は

じ
め
、
関
わ
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
皆
様
方
に
心
よ
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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９月８日・９日・15日・16日　�絵画部ギャラリートーク　４会員がそれぞれ選ぶ作品の解説・鑑賞のポイントを語る

９月５日　作品研究会　12：00～14：00　1・2・3階展示室　各会場の担当会員が作品の実践的な講評・研究会を行なった

９月５日　10：00　オープニングセレモニー

左より
一般社団法人二科会写真部　近藤誠宏	理事長
公益社団法人二科会	彫刻部代表　菅原二郎	常務理事
NHK厚生文化事業団　鈴木賢一	理事長
公益社団法人二科会　田中　良	理事長
国立新美術館　青木　保	館長
一般社団法人二科会デザイン部　田野　勝	理事長

９月９日　彫刻部ギャラリートーク

■��９月７日・14日　ナイトミュージアム　夜８時まで開場

９月14日　ミニコンサート　ルーチェ・ストリング	カルテット野外彫刻ライトアップ

event
memo

103rd
2　0　1　8

野外会場風景岩崎会友	

　
好
評
の
う
ち
に
定
着
し
た

４
回
目
の
コ
ラ
ボ
展
示
は
会
場

が
１
、２
、３
階
休
憩
室
へ
と
範

囲
が
広
が
り
、
会
場
誘
導
・
周

知
の
た
め
の
新
企
画
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

３
階
の
犬
テ
ー
ブ
ル
に
用
意

し
た
触
っ
て
遊
べ
る
カ
ラ
フ
ル

な
積
み
木
は
、
３
階
の
展
示
の

良
い
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
っ
て
、

楽
し
い
空
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
集
計
は

延
べ
４
、７
０
０
人
。
３
Ｆ
の

ゴ
ー
ル
で
は
景
品
引
き
換
え
の

行
列
が
で
き
、
コ
ラ
ボ
缶
バ
ッ

チ
と
絵
葉
書
の
２
種
類
の
景

品
を
切
り
変
え
る
な
ど
想
定

外
の
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
４
部
門
会
員
、
１
２
３

人
、
１
７
１
点
。
コ
ラ
ボ
作
品

集
冊
子
、
絵
葉
書
、
32
名
38
種

の
作
家
缶
バ
ッ
チ
を
作
成
。
参

加
作
家
や
会
場
係
が
上
着
に
つ

け
た
缶
バ
ッ
チ
で
コ
ラ
ボ
展
示

を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

2,661人のアンケート回答をいただき、
４部門代表の抽選で59人の方に作品
をお送りしました。

９月５日　18：00～　懇親会　ザ・リッツカールトン東京

会友推挙の皆さん

黒川京滋支部長を囲んで

９月５日　14：00～　授賞式　３階講堂

内閣総理大臣賞　黒川	彰夫 文部科学大臣賞　安田	正子

田中理事長挨拶

町田会友

木戸監事・古保木会員 三後会員・米田会員

9月8日　粕谷会員 9月9日　西理事

9月16日　今村会員9月15日　齋藤会員

テーマ 「ネコ・イヌ・花」
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２　展示はだれが、どのように決めているか
　会として彫刻部同様、展示委員会があり、会議を重ね、綿
密に壁長計算し展示計画を立てています。
　展示日には会員全員で階ごとに担当を決め、一点一点が引
き立てあうように配置調整をしています。

３　絵画部の展示基本方針
　絵画部は１階会員・会友、２階会友・一般、３階一般を中心
に展示の骨組みを作っています。これは権威づけやヒエラルキ
ーというネガティブな発想ではなく、公募団体は作家同士の相
互研鑽の場であると同時に、育成組織であるという理念から、
向上心や出品意欲を触発する展示空間を心掛けています。良
い作品、良い審査、良い展示が一体となることが魅力ある展
示になるのは自明の理です。
　国立新美術館に移転し10年以上たちましたが、マンネリズ
ムに陥ることなく、移転時の熱意をもって二科らしい展示を目
指していきたいと思います。
　４部門とも出品者を奨励し良い展示を目指すには、少しでも
壁長や展示スペースを増やしたいのは共通した切実な課題で
す。会全体の運営面からも検証しながら、協力し合い改善策
を模索していきたいと思います。

（文責：展示　香川・中島　
　　　総務　松室・山中）

１　何を変え、変わったか
　絵画部の会員は約150人・会友約250人と、この20年大きく変
わっていませんが、入選者は東京都美術館と上野の森美術館
での80回は約1,000人、90回850人、国立新美術館に移ってから
は約700人を展示しています。これは出品者減により入選数が
減ったのではなく減らしたのです。国立新美術館に移転の際、
大幅な展示改革に踏み切りました。
①会員の作品をF130号から、現在は上限壁長3.5mにサイズア
ップし、展覧会自体をスケールアップ
②一般・会友の規約をF50号～F80号を２点出品すれば、F100
号までを含め計６点まで出品可に規約変更し、入選者50号
中心から100号中心展示にスケールアップ
③展示面積は移転前に比べ約２倍になりましたが、入選数を
約150人分減らし厳選としました。一年かけて制作しながら
も選外となる出品者には残念な思いをさせる苦渋の選択で
すが、入選した人の展示環境は飛躍的に改善しました。
④２点入選の大幅充実
　都美館時代、会友や一般の２点入選はほんの数人でした。
現在は会友100人、一般50人の２点入選目標を掲げ、展示密
度が深まり出品奨励になっています。
⑤２段掛けの削減
　都美館時代は一般入選はほぼ２段掛けでした。現在は極力
２段掛けを減らすよう配慮しています。
⑥新人奨励室を設置　
　会場内に次世代への息吹を感じさせる展示をしています。
⑦具象部屋や抽象部屋、新会員壁面、第９室の歴史の流れを
汲む部屋を設置、それぞれの主張や特質を持つ展示を心掛
けています。
⑧作品間隔の確保
⑨休憩室を特別展示空間へ
　各階の奥に休憩室がありますが、コラボ作品を展示し展覧
会に膨らみを持たせています。
　列記した改善等により、厳選の痛みは伴いましたが、入場
者も約５万人から倍の10万人に増え、美術界全体からも作品
や展示の質の向上に対する評価は高まったと自負しています。

絵画部　展示状況変遷表  
展示人数 2点入選 展示改善状況

移転前
展示面積2,930㎡
東京都美術館
上野の森美術館
総展示数1247点

90回 会員 149　 　 会員は130号まで

会友・一般の２点入選は数点のみ

一般入選は大部分は50号、100号は100点のみ

２段掛けは500点以上・作品間隔少ない

会友 244　 2　

一般 854　 0　

合計 1,247人 2人

国立新美術館 103回 会員 160　 会員は３.5m以内の大作

会友、一般は100号中心

会友・一般の２点入選を大幅に増加

２段掛けを減少・作品間隔を確保

移転後 会友 252　 98　

6,000㎡ 一般 694　 59　

総展示数1265点 合計 1,106人 157人

◇
出
品
ガ
イ
ド

　

二
科
会
で
は
支
部
活
動
や
会

員
の
い
な
い
地
域
の
出
品
者
に

ア
ド
バ
イ
ス
担
当
会
員
を
設
け

勉
強
会
等
を
企
画
し
、
応
援
体

制
を
充
実
さ
せ
て
参
り
ま
す
。

　

一
点
一
点
を
輝
か
せ
、
作
品

の
質
に
対
し
て
公
平
な
審
査
と

展
示
を
す
る
二
科
展
に
是
非
挑

戦
し
て
く
だ
さ
い
。

■
二
科
ニ
ュ
ー
ス
紙
面
で
出
品

の
Ｑ
＆
Ａ
を
具
体
的
に
回
答
し

て
い
ま
す
。

　

出
品
に
つ
い
て
（
69
春
号
）、

審
査
に
つ
い
て
（
71
春
号
）
バ
ッ

ク
ナ
ン
バ
ー
、
出
品
規
約
の
確

認
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
は

二
科
会
Ｈ
Ｐ　w

w
w
.nika.or.jp

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
二
科
展
複
数
部
門
の
出
品
に

　

つ
い
て
の
四
部
門
統
一
見
解

デ
ザ
イ
ン
部
か
ら
の
提
示

「
現
在
、
デ
ザ
イ
ン
部
の
出
品
者

で
他
の
部
門
に
も
出
品
し
て
い

る
メ
ン
バ
ー
が
お
り
ま
す
が
、
二

科
展
内
で
重
複
し
て
会
友
や
会

員
に
な
る
事
に
つ
い
て
、
問
題
は

な
い
の
か
」と
い
う
質
問
に
対
し
、

公
益
社
団
法
人
二
科
会
の
理
事

会
で
検
討
さ
れ
、
四
部
門
会
議

で
話
し
合
わ
れ
た
結
果
、
四
部

門
の
統
一
見
解
と
し
て
「
会
費

の
負
担
は
あ
る
が
、
認
可
す
る
」

旨
の
確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

先
ず
、
第
88
回
展
よ
り
15

年
の
長
き
に
亘
り
、
デ
ザ
イ

ン
部
運
営
の
長
と
し
て
携
わ

っ
て
来
た
今
村
前
理
事
長
か

ら
不
肖
私
、
田
野
が
受
け
継

ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
引

き
続
き
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

ご
指
導
の
ほ
ど
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
誌
面
を
お
借
り

し
ま
し
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ

ま
す
。

　

こ
の
１
０
３
回
展
は
デ
ザ

イ
ン
部
が
新
体
制
と
し
て
昨

年
の
反
省
も
含
め
、
緊
張

感
を
も
っ
て
取
り
組
み
ま
し

た
。
組
織
の
見
直
し
、
審
査

手
順
や
展
示
等
に
関
わ
る

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
各
部
門
の

整
理
、
画
集
の
表
紙
の
変
更

等
々
…
。

　

Ａ
部
門
は
従
来
通
り
自
由

テ
ー
マ
の
ポ
ス
タ
ー
で
、
Ｂ

部
門
は
イ
ラ
ス
ト
で
あ
っ
た

の
を
特
別
テ
ー
マ
部
門
に
し
、

Ｃ
部
門
に
イ
ラ
ス
ト
、
Ｄ
部

門
の
マ
ル
チ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

を
小
型
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
に
変

更
し
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
Ａ
・
Ｂ
は
Ｂ
１
サ
イ

ズ
、
Ｃ
・
Ｄ
は
Ｂ
２
サ
イ
ズ

と
整
理
も
出
来
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
基
本
的
な
洗

第
１
０
３
回
展
を
終
え
て

一
般
社
団
法
人
二
科
会
デ
ザ
イ
ン
部
　

理
事
長
　
田
野
　
勝

　

第
１
０
３
回
二
科
展
が
盛
況

裡
に
終
了
し
た
こ
と
に
、
先
ず

は
お
祝
い
と
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
一
般
社
団
法
人

二
科
会
写
真
部
の
理
事
長
に
就

き
、
今
回
、
初
め
て
９
月
５
日

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
大

変
清
々
し
い
気
持
ち
で
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
を
い
た
し
ま
し
た
。
田

中
良
理
事
長
を
は
じ
め
ご
出
席

の
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

９
月
４
日
に
は
、
展
示
作
業

に
立
ち
会
い
ま
し
た
。
限
ら
れ

た
展
示
壁
面
に
お
い
て
、
毎
年

増
加
す
る
会
員
・
会
友
数
と
入

賞
・
入
選
者
数
の
割
合
を
再
考

し
レ
イ
ア
ウ
ト
を
見
直
し
、
入

賞
・
入
選
者
数
を
昨
年
よ
り

増
や
し
て
１
、４
２
１
点
の
作

品
を
展
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
だ

け
の
展
示
数
に
も
か
か
わ
ら
ず

作
業
は
的
確
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ

に
行
わ
れ
、
短
時
間
で
整
然
と

し
た
展
示
会
場
に
仕
上
が
り
ま

し
た
。
展
示
全
般
の
作
業
運
営

や
照
明
、
壁
面
作
り
な
ど
の
関

係
者
、
そ
し
て
、
手
伝
い
に
参

加
さ
れ
た
東
京
、
神
奈
川
、
千

葉
、
埼
玉
の
会
員
・
会
友
の

第
１
０
３
回
二
科
展
を
終
え
て

一
般
社
団
法
人
二
科
会
写
真
部
　

理
事
長
　
近
藤�

誠
宏

方
々
の
お
陰
と
、
撤
去
作
業
と

も
ど
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

連
日
、
熱
心
な
来
館
者
に
溢

れ
る
展
覧
会
場
で
は
、
家
族
連

れ
も
多
く
見
ら
れ
、
コ
ラ
ボ
展

示
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
楽
し

ん
で
い
る
様
子
が
、
ほ
ほ
え
ま

し
く
思
え
ま
し
た
。
コ
ラ
ボ
展

示
は
、
年
々
内
容
も
充
実
し
、

実
験
的
な
面
白
い
作
品
も
興
味

深
く
、
重
厚
感
の
あ
る
本
会
場

の
作
品
を
鑑
賞
し
た
後
の
コ
ラ

ボ
展
示
作
品
は
、
気
持
ち
を
和

ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
コ
ラ
ボ

展
示
委
員
会
の
皆
様
の
ご
尽
力

に
敬
意
を
表
し
、
来
年
も
新
た

な
ア
イ
デ
ア
で
楽
し
ま
せ
て
も

ら
え
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

写
真
部
で
は
今
年
、
公
募
展

の
マ
ン
ネ
リ
化
を
避
け
、
写
真

表
現
の
可
能
性
を
拡
げ
る
コ
ン

セ
プ
ト
の
も
と
、
一
般
公
募
に

「
ア
ー
ト
フ
ォ
ト
部
門
」
を
新
設

し
、
写
真
の
既
成
概
念
か
ら
解

き
放
た
れ
た
自
由
な
発
想
と
イ

メ
ー
ジ
に
よ
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
作
品
を
募
集
し
ま
し
た
。

お
陰
様
で
、
展
覧
会
場
で
は
好

評
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、

今
後
の
新
た
な
展
開
に
希
望
を

抱
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

い
直
し
も
含
め
て
、
意
識
を

高
め
よ
り
良
い
展
覧
会
に
な

る
よ
う
努
め
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
部
で
は

Ｂ
部
門
の
特
別
テ
ー
マ
の
重

要
性
を
考
え
て
お
り
、
デ
ザ

イ
ナ
ー
参
加
型
と
し
て
力
が

試
さ
れ
る
部
門
で
あ
る
だ
け

に
ア
イ
デ
ア
を
駆
使
し
た
出

品
作
品
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
や
広
告
業
界
は
ネ
ッ
ト

に
よ
る
情
報
提
供
よ
り
、
顧

客
の
購
買
動
向
が
大
き
く
変

化
し
て
い
る
こ
と
は
ご
承
知

の
通
り
で
す
。
そ
の
結
果
、

様
々
な
と
こ
ろ
に
波
及
拡
散

し
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
の

世
界
で
も
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
を

養
成
す
る
教
育
機
関
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
に
よ
る
製
紙
会
社

や
印
刷
関
係
等
…
デ
ザ
イ
ナ

ー
の
住
み
に
く
い
環
境
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

デ
ザ
イ
ン
部
の
今
後
の
課

題
は
イ
メ
ー
ジ
に
特
化
し
た

ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ト
の
中
か

ら
更
な
る
可
能
性
を
模
索

し
、
よ
り
斬
新
な
作
品
を
求

め
て
い
く
よ
う
心
が
け
た
い

と
考
え
ま
す
。

絵画部の展示と出品の誘い
～絵画展示の変遷と現在の展示状況・陳列から展示へ～　

展示日集合	

部屋割り選別	

展示作業



二　　　　　　　　科2018. 11. 1  No.74 16

　

平
成
が
最
後
の
年
と
な
っ
た

今
年
は
日
本
歴
代
最
高
気
温

（
41
・
１
度
）を
記
録
す
る
酷
暑
、

豪
雨
、
台
風
等
、
災
害
の
影
響

を
各
地
で
受
け
た
夏
で
し
た
。

特
に
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
は

第
１
０
３
回
二
科
展
初
日
の
翌

朝
の
事
で
、
不
安
や
心
配
の
中

で
の
始
ま
り
と
な
り
ま
し
た
が
、

入
場
者
は
増
加
で
盛
況
の
内
に

終
了
い
た
し
ま
し
た（
表
参
照
）。

　

全
国
応
募
の
二
科
展
に
、
35

の
二
科
支
部
が
存
在
し
て
い
ま

す
が
、
地
盤
の
弱
い
地
方
の
応

援
と
し
て
北
海
道
、
東
北
、
中

国
・
四
国
が
上
げ
ら
れ
、
平
成

24
年
に
担
当
理
事
制
が
発
足
。

５
年
間
を
一
つ
の
目
安
と
の
理

事
会
承
認
を
得
て
、
東
北
連
合

展
支
援
も
４
年
目
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
間
、
担
当
の
先
生
や

出
品
者
の
努
力
に
よ
り
東
北
地

方
は
入
選
者
、
受
賞
者
、
会
員

会
友
推
挙
者
も
生
ま
れ
活
気
づ

き
、
こ
の
好
結
果
を
得
て
、
一

昨
年
か
ら
は
北
海
道
を
、
本
年

度
は
四
国
の
応
援
準
備
が
進
ん

で
お
り
ま
す
。
ま
た
絵
画
部
会

員
数
ゼ
ロ
の
14
県
に
も
応
援
体

制
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

館
内
で
は
外
国
人
来
館
者
に
向

け
て
の
案
内
表
示
を
進
め
て
お

り
ま
す
が
、
二
科
会
メ
ン
バ
ー

や
出
品
者
の
中
に
は
英
語
・
韓

国
語
・
中
国
語
に
堪
能
な
方
も

多
く
頼
も
し
い
限
り
で
す
。

　

二
科
展
ド
ッ
ト
コ
ム
は
、
時

代
の
流
れ
に
合
わ
せ
て
会
員
・

会
友
作
品
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
頁
と

受
賞
作
品
頁
を
各
部
の
Ｈ
Ｐ
で

平
成
三
十
年
十
一
月
一
日
発
行

　
　
　

公
益
社
団
法
人   

二  

科  

会

〒
１
６
０
―
０
０
２
２

 

東
京
都
新
宿
区
新
宿
４
―
３
―
15

 

レ
イ
フ
ラ
ッ
ト
新
宿　
５
０
１
号
室

　
　

  

電
話 

０
３（
３
３
５
４
）６
６
４
６

　
　

  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３（
３
３
５
４
）４
７
６
８

編
集
委
員

 

委
員
長 

（  ）絵 

野　

村　

み
そ
ら

 

委　

員 

（  ）絵 

田　

川　

絵　

理

 
 

〃 

〃 

尾　

崎　

ゆ
き
子

 
 

〃 

〃 

谷　

口　

貞　

久

 
 

〃 

（  ）彫 

廣　

瀬　

友　

彦

 
 

〃 

〃 

宮　

澤　

光　

造

行
う
事
と
な
り
、
四
部
管
理
か

ら
公
益
社
団
法
人
二
科
会
が
一

括
管
理
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
一
括
管
理
の
中
で
は
引
き

続
き
四
部
の
入
選
者
統
計
、
推

挙
者
・
受
賞
者
・
入
選
者
一
覧
、

巡
回
展
だ
よ
り
を
掲
載
い
た
し

ま
す
。
受
賞
作
品
頁
は
四
部
掲

載
か
ら
絵
画
・
彫
刻
部
掲
載
と

な
る
為
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
更

に
充
実
す
る
事
と
な
り
ま
す
。

　

七
回
目
と
な
っ
た
被
災
地
児

童
共
同
作
品
展
示
の
前
で
は
、

関
東
在
住
の
西
原
村
の
出
身
者

が
集
合
す
る
な
ど
、
会
場
で
偶

然
、
世
代
を
超
え
た
新
し
い
出

会
い
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

元
号
が
代
わ
っ
て
も
、
自
然

が
猛
威
を
振
る
っ
て
来
て
も
、

二
科
展
が
魅
力
的
で
あ
り
続
け

る
為
に
は
、
四
部
の
作
家
の
作

品
に
対
す
る
情
熱
と
ア
ー
ト
の

持
つ
魅
力
と
が
展
示
空
間
で
相

俟
っ
て
花
開
く
事
に
加
え
、
二

科
展
に
携
わ
る
多
く
の
や
さ
し

い
心
が
益
々
に
大
切
に
な
っ
て

い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

�

事
務
局
長　

塙�

珠
世

★	二科ニュースweb入稿用アドレス	：�newsnika@gmail.com

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

事
務
局
だ
よ
り

編
集
後
記

■
ト
ピ
ッ
ク
ス

・
絵
画
部
の
入
選
最
年
少
は
、

石
毛
穂
乃
佳
さ
ん
16
歳（
千
葉
）。

初
出
品
・
新
人
奨
励
賞
で
す
。

応
募
最
年
長
で
入
選
さ
れ
た
塩

田
孝
子
さ
ん
97
歳
（
千
葉
）、
坂

田
敬
一
さ
ん
91
歳
（
茨
城
）
が
初

入
選
。
受
賞
最
年
長
は
特
選
の

松
永
長
信
さ
ん
82
歳
（
熊
本
）。

長
寿
社
会
に
あ
っ
て
意
欲
あ
る

挑
戦
を
歓
迎
し
、
益
々
の
活
躍

を
期
し
て
、
お
祝
い
申
し
ま
す
。

・
彫
刻
部
の
入
選
最
年
少
は
、

吉
川
裕
俊
さ
ん
（
新
潟
）
24
歳
。

入
選
最
年
長
は
、
高
石
育
子
さ

ん（
千
葉
）83
歳
で
し
た
。

略
歴

一
九
五
九
年　

第
44
回
展
特
選�

一
九
六
一
年　

第
46
回
展
会
友
推
挙�

一
九
六
三
年　

第
48
回
展
会
員
推
挙

一
九
七
〇
年　

第
55
回
展会

員
努
力
賞

一
九
七
五
年　

第
60
回
展
記
念
賞

一
九
八
〇
年　

第
65
回
展
ロ
ー
マ
賞

一
九
八
六
年　

第
71
回
展文

部
大
臣
賞

二
〇
一
二
年　

名
誉
理
事
就
任

二
〇
一
八
年
九
月
二
十
九
日
逝
去

享
年
87
歳

生
へ
の
お
も
い
　
Ｓ
１
０
０

　

第
95
回
記
念
展
出
品
作

　
　
　

彫
刻
部
名
誉
理
事

　
　

細
井　

良
雄�

氏

訃　報

表１
入場者（昨年比）

一般当日 5,551人� （86増）
前売り券入場 4,527人（2,406増）
高校・大学 789人� （18増）
チラシ割引 629人 （6減）
チケットぴあ 141人� （7減）
団体割引 21人� （56減）
企画割引 67人� （21減）
新聞社優待券 2,458人 （54増）
有料入場者 14,183人（2,338減）
無料入場者 82,376人（7,397増）

入場者合計 96,559人�（5,059増）

表２

搬入点数 103回展（昨年比）

絵画・一般 2,479点�（91減）

絵画・会友 1,014点 （63減）

彫刻・一般 52点� （3増）

彫刻・会友 32点� （1減）

合計 3,577点（152減）

表３ （103回コラボ展示を除く）

展示
（遺作含む）

人数（昨年比） 点数（昨年比） 35才以下
出品者数（昨年比）

35才以下�
応募・在籍数（昨年比）

絵画・一般 694名 （11減） 753点（14減） 48名（13減） 56名（12減）

絵画・会友 252名 （7減） 350点（19増） 7名（±0） 8名 （1減）

絵画・会員 162名 （4増） 162点（4増） － －

彫刻・一般 45名 （2増） 45点（1増） 11名（±0） 11名 （±0）

彫刻・会友 32名 （1減） 32点（1減） 3名（1減） 4名 （±0）

彫刻・会員 47名 （2減） 55点（3減） － －

展示合計 1,232名 （15減） 1,397点（6増）� 69名（14減） 79名（13減）

２
０
１
９

　

春
季
二
科
展

平
成
31
年
４
月
17
日
～
24
日

東
京
都
美
術
館

■
平
成
30
年
度

　
　
　

地
域
文
化
功
労
者
表
彰

　

田
中
良
理
事
長
・
西
健
吉
理

事
が
、
洋
画
家
と
し
て
優
れ
た

活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
公
益

社
団
法
人
理
事
長
・
理
事
を
務

め
、
芸
術
文
化
の
振
興
に
尽
力

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
功

績
を
た
た
え
文
部
科
学
大
臣
が

表
彰
す
る
「
地
域
文
化
功
労
者

表
彰
」を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

略
歴

一
九
九
五
年　

第
80
回
展
初
入
選

二
〇
〇
二
年　

第
87
回
展
特
選�

二
〇
〇
八
年　

第
93
回
展
会
友
推
挙��

二
〇
一
〇
年　

第
95
回
展
会
友
賞�

二
〇
一
七
年　

第
102
回
展
会
員
推
挙

二
〇
一
八
年
八
月
二
十
五
日
逝
去

享
年
74
歳

F100　̎ܠ
第102回展出品作

　
　
　

絵
画
部
会
員

　
　

太
田　

京
子�

氏

訃　報

◇
搬
入
受
付
か
ら
審
査
、
展
示

つ
り
込
み
ま
で
、
全
会
員
は
役

割
分
担
を
も
っ
て
、
開
催
準
備

期
間
を
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
で
動
い

て
い
ま
す
。
よ
り
良
い
審
査
、

よ
り
良
い
展
示
の
在
り
方
を
常

に
目
指
し
て
。
◇
展
覧
会
会
場

は
会
の
基
本
的
な
理
念
を
具
現

化
し
て
い
ま
す
。
展
示
点
数
の

多
い
絵
画
部
は
、
３
階
に
わ
た

る
展
示
空
間
の
充
実
と
、
新
美

術
館
の
飛
躍
的
に
改
善
さ
れ
た

展
示
環
境
を
生
か
す
改
革
が
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
彫
刻
、
絵
画

で
共
有
す
る
１
階
の
会
場
空
間

の
協
調
を
希
求
し
、
先
号
、
彫

刻
部
展
示
に
続
き
、
絵
画
部
の

展
示
を
特
集
し
ま
し
た
。
◇
今

後
も
、
出
品
の
皆
様
に
も
二
科

展
に
つ
い
て
分
か
り
易
く
お
伝

え
し
、
出
品
の
意
欲
に
つ
な
げ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
発
信
し
て

ま
い
り
ま
す
。�

（
Ｍ
）




